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野
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里
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東
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山
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市
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む
ら
マ
ッ
チ

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

Instagram 特定非営利活動法人ホールアース自然学校

特定非営利活動法人地域づくりサポートネット
浜松市中区常盤町 133-13  　 053-458-3480（９時から 17時）

藤枝市若王子 705-2　　070-5332-3955（９時から 18時）

富士宮市下柚野 165　　0544-66-0790（９時から 17時）

伊豆市修善寺 75ドットツリーオフィス
　 0558-99-9120（平日のみ９時から 16時）

特定非営利活動法人NPOサプライズ

一般社団法人 SACLABO



〈
令
和
５
年
８
月
現
在
〉

中郷地区
清水区西里

清沢

市之瀬
地名夢未来くんま

パノラマ遊花の里

潮騒響く玉ねぎの里　篠原

朝比奈

坂部

茂畑

大賀茂

久米田

上長窪地区

深良地区

山田川自然の里
三島箱根西麓地区

奥藁科・大川

田原地区

はるやま21

浮島

夢むら井田

上佐ヶ野わくわくの里

とんぼの里岩井
和地ふるさと会

ひずるしい鎮玉 花桃の里

一の宮の里
天方

そばの里づくり佐久間

カカシ祭りの里 新野

滝沢・滝ノ谷

殿

日本一のだいだいの里
 「多賀」

大淵笹場

岩本山とかりがね堤を守る邑

内房の里

柚野の里

東町

吉田たんぼ東山口・西山口 

地域いきいき共生！ 
恩地町環境みどり会
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河津桜とねはんの里　沢田

今神倶楽部

富士山のふもとの郷を
守る邑

加瀬沢

韮山金谷

十足

奈良本

伊豆月ヶ瀬梅の里

方ノ上

足久保

縁結びの村くのわき

ほっと龍山

玉川

沼田ロマンチック街道

そよかぜ広場
諸井里山の里

153
いずのやね茅野 / P3

上野美農里の会 / P5

水見色 / P7

歴史と自然が奏でる里山 三倉 / P11

丹那 / P12

富士宮市馬見塚にある蓮田。朝日に
透ける涼し気な蓮と雄大な富士山の
コラボレーションに目を奪われま
す。訪れる人々の心を晴れやかにし
てくれる、人気スポットです。
（第８回農村の魅力フォトコンテス
ト入賞作品「蓮田の朝」塩川里美）

表紙 /馬見塚（富士宮市）
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（伊豆市）

上野美農里の会
（駿東郡小山町）

水見色
（静岡市葵区）

歴史と自然が奏でる里山 三倉
（周智郡森町）

丹那
（田方郡函南町）
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Instagram フォトコンテスト

　日本一高い富士山や日本一深い駿河湾など、変化に富んだ
地形と清らかな水に恵まれた静岡県は、農作物や水産物の品
目数において全国トップクラス。この豊かな食材を生産する
県内の農山漁村には、棚田や茶畑といった美しい風景に加え
て、古くから伝わる伝統が息づく地域それぞれの「宝（資源）」
があります。
　「ふじのくに美しく品格のある邑」とは、地域の宝を大切に
思い、それを守り、次世代につなげていこうとする人々が集
まって、真摯に活動を行う理想の農山漁村として「ふじのく
に美しく品格のある邑づくり」連合が認定した地域（邑）です。
平成 24年度に 35 市町の 45 地域が認定されたのを皮切りに、
毎年登録数が増え続け、令和５年 8月現在で 153 の地域が名
を連ねています。
　「ふじのくに美しく品格のある邑」は、深い山々に囲まれた
山間地の集落から、周囲が市街地化された農園まで、その個
性は様々です。
　周辺環境だけにとどまらず、規模の大小、文化や歴史、特
産品や名物など、153 の地域にはそれぞれに特徴があり、県
全域で多彩で多様な魅力を形成しています。
　また、そこで活躍する人々も魅力的です。自分たちの地域
を愛し、活動に誇りを持つ人たちの自信に満ちた姿は、訪れ
る人にとって、忘れられない「美しい思い出」となるはずです。
　「ふじのくに美しく品格のある邑」の詳しい情報は連合の
ホームページにあります。魅力的な場所、地域
の特産品、参加できるイベント情報なども掲載
されているので、まずは気になる邑を訪ねてみ
ましょう。

富士市岩本山（岩本山とかりがね堤を守る邑）  
# しずおかむらたび夏2022 Instagramフォトコンテスト入賞作品 /撮影者：@kana_11199

ニーズと得意分野をマッチング
農村×企業・大学むらマッチ



　

伊
豆
半
島
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

す
る
茅
野
地
域
。
天
城
連
山
や
鉢

窪
山
を
は
じ
め
、
天
城
越
え
で
有

名
な
浄
蓮
の
滝
や
八
丁
池
、
滑
沢

渓
谷
や
わ
さ
び
田
な
ど
が
あ
り
、

富
士
箱
根
伊
豆
国
立
公
園
や
伊
豆

半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
に
も
指
定
さ
れ

て
い
る
自
然
環
境
豊
か
な
地
域
で

す
。

　

集
落
内
の
農
地
「
茅
野
の
棚
田
」

を
後
継
者
不
足
か
ら
守
る
た
め
、

２
０
０
５
年
に
地
元
農
家
の
有
志

が
集
ま
り
「
は
ち
く
ぼ
会
」
を
結

成
。
さ
ら
に
若
手
を
取
り
込
も
う

と
「
鉢
窪
塾
」
を
立
ち
上
げ
、
地

域
の
保
全
活
動
や
情
報
発
信
に
努

め
て
い
ま
し
た
が
、
や
が
て
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
の
変
化
に
よ
り
参
加

メ
ン
バ
ー
が
減
少
。
そ
こ
で
、
地

域
・
企
業
等
連
携
型
農
村
再
生
デ

ザ
イ
ン
事
業
を
活
用
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
意
欲
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
「
大
学
生
と
力
を
合
わ
せ
て
、

無
農
薬
や
減
農
薬
に
よ
る
田
植

え
、
稲
刈
り
、
天
日
干
し
、
地
域

所
有
の
精
米
機
な
ど
を
使
っ
て
黒

米
な
ど
を
生
産
し
て
い
ま
す
」
と

話
す
の
は
、「
は
ち
く
ぼ
会
」
会

長
の
山
本
宗
男
さ
ん
。

　

静
岡
大
学
理
学
部
の
学
生
と
早

邑の宝である茅野の棚田と鉢窪山。若い感性や視点を活かして、
新たな魅力の発掘や既存資源のブラッシュアップに取り組む。

いずのやね茅野
いずのやねかやの

伊豆市湯ケ島

車／伊豆縦貫月ヶ瀬 ICより約 20分
電車・バス／修善寺駅より東海バスで約 50分
かたつむり下車

稲
田
大
学
社
会
科
学
部
落
合
教
授

ゼ
ミ
が
協
働
で
、
学
生
の
感
性
や

視
点
を
活
か
し
て
茅
野
の
魅
力
を

発
掘
・
発
信
。
昨
年
秋
に
は
浄
蓮

の
滝
で
軽
ト
ラ
移
動
販
売
車
を
活

用
し
た
農
産
物
を
販
売
す
る
「
は

ち
く
ぼ
マ
ル
シ
ェ
」
を
開
催
し
た

り
、
茅
野
の
名
産
品
を
静
岡
市
内

や
東
京
へ
出
張
販
売
す
る
試
み
も

ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
鉢
窪
山
へ
の
遊
歩
道

を
整
備
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
静

大
生
が
参
加
。
専
門
知
識
を
活
か

し
て
、
花
木
の
植
栽
や
樹
木
に
名

札
を
つ
け
る
な
ど
、
浄
蓮
の
滝
と

茅野の棚田と鉢窪山を次世代につなぐ
大学生と連携して新たな魅力発掘･発信

鉢窪山
に遊歩道が完成しました。

今までは登山道などが整備されて
いなかったため地元にもあまり知られ
ていない山でしたが、2018年から地元の
皆さんの力で遊歩道の整備がなされ、2019
年 2月には山頂付近に間伐材で作ったベン
チや展望スペースを設置しました。晴れ
渡った日には展望スペースから富士山

を眺めることもできますよ。

初
心
者

にオ
スス
メのハイキングコースが完

成
！

伊豆市湯ケ島で生まれ育つ。
はちくぼ会の会長。

山本 宗男さん

鉢窪山の保全活動の一環として、静岡大学理学部と早稲田大学社会科学部のゼミ生が加わり、 
農作業のほかにも花木の植栽や樹木の名札付け、鳥獣害防止柵の設置などを一緒に行っている。

Farmers Hill（ファーマーズヒル）
森の手作り屋さん「かたつむり」が
Farmers Hill にリニューアル。大好評
だったピザ焼き体験を継続し、宿泊体験
にキャンプ場が仲間入り。工芸品づくり、
川下り、薪割り、五右衛門風呂、農業体
験など多くのアクティビティが楽しめる。

石窯ピザ焼き体験とキャンプ場

はちくぼ会と同市月ヶ瀬の福祉事業所プラムが栽培したライ
麦の茎を使ってストローに加工。早稲田大・静岡大ゼミと協
働で活動する『8936LABO～伊豆はちくぼ山麓プロジェク
ト～』が栽培したライ麦を使って北欧の伝統装飾「ヒンメリ」
を展示販売するイベントを開催。

遊び
に来
て!

やまもと　 むね  お

一
体
と
な
っ
た
観
光
振
興
に
協
働

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ほ
か
に

も
福
祉
施
設
と
連
携
し
、
ラ
イ
麦

の
麦
踏
な
ど
を
行
い
、
環
境
に
や

さ
し
い
ス
ト
ロ
ー
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
「
将
来
、
茅
野
に
移
住
し
た
い

と
い
っ
て
く
れ
る
大
学
生
も
い
る

ん
で
す
よ
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
山

本
さ
ん
。

　

今
後
も
茅
野
を
盛
り
上
げ
る
た

め
に
、
大
学
生
な
ど
多
様
な
主
体

と
連
携
し
な
が
ら
、
課
題
解
決
に

向
け
た
活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。

伊豆市湯ケ島 892‐66 
0558-85-2104
有　月・火・水曜定休

●

はちくぼ会のメンバー。棚田保全活動や黒米や大豆などの栽培・販売を行っている。　 もち米や黒米の田植え、稲刈り体験など田舎暮らし体験ツアーを実施。

軽トラ自動販売車で農産物を販売「はちくぼマルシェ」

春に植えたお米を昔ながらの手刈りや稲刈り機で収穫する「稲刈り体験会」を開催。静岡大学の学生たちと一緒に汗を流した。



　

小
山
町
の
稲
作
中
心
地
で
あ

る
、
北
郷
地
区
に
位
置
す
る
小
山

町
上
野
。
富
士
山
か
ら
の
湧
水
を

豊
富
に
た
た
え
た
水
田
が
整
然
と

広
が
る
農
村
風
景
が
印
象
的
で

す
。
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
は
ホ
タ

ル
が
自
生
す
る
環
境
に
も
適
し
て

お
り
、
小
山
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
に
隣
接
す
る
「
ホ
タ
ル
の
里
」

で
は
、
時
季
に
な
る
と
ホ
タ
ル
を

鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
小
山
町
は
童
謡
に
も
歌

わ
れ
る
「
足
柄
山
の
金
太
郎
」
の

誕
生
の
地
と
し
て
も
知
ら
れ
、
熊

と
相
撲
を
と
っ
た
金
時
山
や
大
鯉

を
捕
ま
え
た
と
い
わ
れ
る
沼
子
の

池
な
ど
、
ゆ
か
り
の
史
跡
も
数
多

く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
取
材
し
た
「
金
太
郎
ト
マ

ト
」
も
、
金
太
郎
に
ち
な
ん
で
名

付
け
ら
れ
た
小
山
町
自
慢
の
ブ
ラ

ン
ド
ト
マ
ト
。
こ
こ「
エ
コ
フ
ァ
ー

ム
ふ
じ
の
郷
」
で
栽
培
・
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
エ
コ
フ
ァ
ー
ム
ふ
じ
の
郷
」

と
は
地
元
農
家
か
ら
な
る
グ
ル
ー

プ
で
、
富
士
山
の
ミ
ネ
ラ
ル
を

た
っ
ぷ
り
含
ん
だ
美
味
し
い
野
菜

づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
通
年

で
ト
マ
ト
を
生
産
し
て
い
る
ほ

か
、
米
や
水
か
け
菜
を
栽
培
。
過

地元農家が知恵と情熱を寄せ合う「エコファームふじの郷」。
健康な土づくりにこだわり、
元気いっぱいの野菜を育てている。

駿東郡小山町で生まれ育つ。
農業生産法人 株式会社富士小山企画 代表取締役。
エコファームふじの郷を運営。

山口 和芳 さん

金太郎の郷として
有名な駿東郡小山町で栽培された

「金太郎トマト」は、生産者の地元愛が
たっぷり詰まったこだわりのトマトです。
甘いだけのトマトではなく、昔懐かしい
うま味がぎゅっと詰まったトマト本来の味

が楽しめますよ。
ぜひ生で、そのままの美味しさを

味わってください！

去
に
は
地
元
高
校
生
と
の
協
働

で
、
規
格
外
ト
マ
ト
の
６
次
産
業

化
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

　
「
金
太
郎
ト
マ
ト
は
、
身
の
詰

ま
っ
た
硬
さ
と
味
の
濃
厚
さ
が
特
徴

で
す
。
甘
い
だ
け
で
な
く
、
昔
な
が

ら
の
懐
か
し
い
味
が
す
る
ん
で
す

よ
」
と
教
え
て
く
れ
た
の
は
、
同
施

設
を
運
営
す
る
山
口
和
芳
さ
ん
。

　

日
射
量
が
多
く
乾
燥
し
た
土
地

を
好
む
ト
マ
ト
に
最
適
な
環
境
を

再
現
す
る
た
め
に
、
富
士
山
特
有

の
「
赤
ま
さ
土
」
を
作
土
の
50
〜

上野美農里の会
うえのみのりのかい

駿東郡小山町

車／東名高速道路御殿場 ICから約 25分
電車・バス／ JR御殿場駅から富士急「上
野方面行」で 30分乗車し「上野」で下車、
徒歩 5分

60
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
使
用
。
富

士
山
の
ミ
ネ
ラ
ル
を
豊
富
に
含
ん

だ
排
水
性
の
良
い
、
野
菜
の
根
が

元
気
に
育
つ
と
言
わ
れ
て
い
る
独

自
の
土
壌
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

で
水
分
と
養
分
を
管
理
し
な
が
ら

生
産
し
て
い
ま
す
。

　
「
美
味
し
い
ト
マ
ト
は
健
康
な

土
づ
く
り
が
基
本
。
う
ち
の
ト
マ

ト
は
元
気
が
い
い
で
し
ょ
」
と

に
っ
こ
り
。
ど
う
す
れ
ば
も
っ
と

美
味
し
い
も
の
が
つ
く
れ
る
か
、

土
づ
く
り
や
栽
培
方
法
の
研
究

に
、
日
々
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。

やまぐち   かずよし

道の駅内にある地場産品直売所で
は、新鮮な農産物をはじめ、地元素
材を使ったお弁当やお惣菜、お菓子
などを販売。また、レストランでは定
食、丼、うどん・そば、ラーメン、パス
タなど多彩なメニューを提供。晴れ
た日は窓から富士山を一望できる。

買い
に来
て!

駿東郡小山町用沢72番地の2
0550-76-5258

●

町内の農産物や加工品の販売拠点

道の駅ふじおやま

小山町ブランドのフルーツトマト「金太郎トマト」。
「道の駅ふじおやま」をはじめ、地元スーパーなどで販売。

冷涼で寒暖の差がある北駿の気候に
合わせて開発されたブランド米。ほの
かな甘みと粘りのある食感、 香り高い
お米。道の駅ふじおやまで販売。

買い
に来
て!

富士山の伏流水と冷涼な気候がおいしいお米を育てる

御殿場こしひかり

エコファームふじの郷

地元小山町産の木質ペレットを燃料にして
ハウス内を暖房。環境にやさしいトマト栽
培を行っている。

健

康

な

土

で

育

っ

て

い

る

か

ら

元

気

！

金

太

郎

ト

マ

ト

富士山麓特有の土で育てた
小山町が誇るブランド
金太郎トマト



　

藁
科
川
の
支
流
・
水
見
色
川
沿

い
に
広
が
る
水
見
色
地
区
は
、
新

東
名
高
速
道
路
・
静
岡
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
の
近
く
に
位
置
し
、
水
見

色
川
上
流
の
山
間
に
は
、
美
し
い

茶
畑
や
山
林
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
水
見
色
が
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日

本
と
「
一
社
一
村
し
ず
お
か
運
動
」

の
協
定
を
結
ん
だ
の
は
２
０
１
２

年
。
昨
年
で
10
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。

　

協
働
活
動
す
る
き
っ
か
け
に
つ

い
て
、
水
見
色
町
内
会
の
森
藤
光

雄
さ
ん
は
「
か
つ
て
は
１
０
０
軒

以
上
あ
っ
た
茶
農
家
が
高
齢
化
に

よ
る
後
継
者
不
足
で
半
減
し
、
人

手
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。
荒

廃
し
た
茶
畑
が
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
た
傾
斜
地
を
桜
で
い
っ
ぱ
い

に
し
た
い
と
思
っ
た
」と
話
し
ま
す
。

　

一
方
、　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本

の
藤
田
裕
行
さ
ん
は
「
新
東
名
高

速
道
路
が
２
０
１
１
年
に
開
通

し
、
沿
線
地
域
の
皆
さ
ま
の
お
力

に
な
れ
る
こ
と
は
な
い
か
、
当
時

の
担
当
者
が
静
岡
県
中
部
農
林
事

務
所
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
水
見

色
地
区
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

人手不足に悩まされている水見色地区と、沿線地域に貢献したいNEXCO中日本が連携。
休耕茶園が目立つようになった傾斜地周辺を桜の森にする取組を続けている。

水見色

　

活
動
開
始
当
初
は
、
遊
休
地
に

花
木
を
植
栽
す
る
作
業
を
共
に

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、「
せ
っ
か

く
な
ら
も
っ
と
お
役
に
立
て
る
こ

と
は
な
い
か
」
と
い
う
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ

Ｏ
中
日
本
の
申
し
出
に
よ
り
、
毎

年
春
に
は
茶
摘
み
、
夏
に
は
草
刈

り
、
秋
に
は
桜
な
ど
の
植
樹
の
手

伝
い
に
と
、
１
年
を
通
し
て
交
流

を
深
め
て
い
ま
す
。
昨
年
11
月
は

台
風
15
号
に
よ
る
農
地
被
害
の
復
旧

作
業
も
協
働
で
行
い
ま
し
た
。

若い力で水見色を支えてくれる
頼りになる存在

❸

×NEXCO中日本

むらマッチ
ニーズと得意分野をマッチング

農村×企業・大学

人
手
不
足
に
よ
り
茶
畑
が
荒
廃

夫
婦
や
親
子
で
参
加
す
る
社
員
も

新
芽
の
茶
葉
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

むらマッチ

水見色
みずみいろ

静岡市葵区

車／新東名高速 静岡 SA（ETC）から約 25分
バス／しずてつジャストライン 藁科線・谷津ターミナ
ル行き乗車→谷津ターミナルにて乗り換え→デマンド
バス水見色行きへ（乗車予約が必要）（駅から 45分）

～「水見色」の人々にとって～

期 待 で き る 効 果

・農作業の人手不足解消
・荒廃農地の解消
・地域景観の向上

～「NEXCO中日本」にとって～
・地域への社会貢献（CSR活動）
・社内コミュニケーションの活性化
・SDGｓの推進

　
「
今
年
も
最
盛
期
に
、
摘
採
機

で
行
う
収
穫
作
業
の
補
助
や
集
め

た
生
葉
の
運
搬
な
ど
を
お
手
伝
い

し
ま
し
た
。
新
芽
の
葉
の
色
が
キ

レ
イ
で
感
動
！
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

き
ま
し
た
」
と
話
す
藤
田
さ
ん
。

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
か
ら
は
グ

ル
ー
プ
会
社
社
員
30
人
が
参
加
。

夫
婦
や
親
子
で
参
加
さ
れ
る
方
も

い
る
そ
う
で
す
。

　

作
業
終
了
後
は
み
ん
な
で
『
水

見
色
き
ら
く
市
』
に
集
ま
っ
て
、

地
元
で
採
れ
た
食
材
を
使
っ
た
お

弁
当
や
旬
の
山
菜
を
使
っ
た
天
ぷ

ら
そ
ば
定
食
を
い
た
だ
き
な
が
ら

達
成
感
を
味
わ
い
ま
し
た
。

地域のメリット

企業のメリット
水見色川沿いにある地場産品直売所。地元で採れた農産
物や加工品、手作りこんにゃくを使った唐揚げやコロッケ、
人気商品「きらく味噌」を使った味噌カレーも好評。

静岡市葵区水見色808-1　　054-279-0766
月・水曜定休
カフェ（火・木曜日）10:00～14:00  きらく市（金～日曜日）9:00～16:00

●

水見色きらく市

❶ 水見色の皆さんとNEXCO中日本の皆さん。一緒に作業することで新たな絆と価値が生まれている。　❷ NEXCO中日本が管理する静岡市葵区の山間地を走る新東名高速道路。 
❸ 取材協力してくれた皆さん。左から藤田 裕行さん（NEXCO中日本）、森藤 光雄さん、鈴木 敏弘さん（町内会会長）、杉山 藤乙さん、佐藤 雅一さん

手づくり味噌カレー

　
「
若
い
人
と
触
れ
合
え
る
と
気

持
ち
も
明
る
く
な
っ
て
元
気
を
も

ら
え
る
。
来
年
も
頼
り
に
し
て
ま

す
」
と
い
う
水
見
色
地
域
の
み
な

さ
ん
。

　
「
こ
の
活
動
を
き
っ
か
け
に
、

休
日
に
遊
び
に
来
て
く
れ
る
社
員

さ
ん
も
い
て
、
交
流
の
輪
が
広

が
っ
て
い
る
の
が
嬉
し
い
。
今
後

の
課
題
は
次
世
代
の
担
い
手
を
育

成
す
る
こ
と
。
子
ど
も
た
ち
も
参

加
で
き
る
よ
う
な
野
菜
収
穫
体
験

も
や
っ
て
み
た
い
」
と
抱
負
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

広
が
る
交
流
の
輪
を

も
っ
と
大
き
く

❶

❸

❷



　

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
邑
全
体
で
移
住
世

帯
は
10
世
帯
。
な
か
で
も
岡
戸
さ
ん
の
住

む
中
村
地
区
は
、
18
世
帯
中
６
世
帯
が
移

住
者
で
子
ど
も
の
数
は
13
人
と
、
森
町
で

も
稀
に
見
る
子
ど
も
の
多
い
地
区
で
す
。

　

中
村
地
区
で
は
移
り
住
む
人
が
増
え
た

こ
と
で
、「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
何
か
や

ろ
う
」
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
、
20
年
ぶ

り
に
子
ど
も
会
が
再
発
足
。
森
町
ツ
ー
リ

ズ
ム
研
究
会
主
催
の
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
に

も
地
域
ぐ
る
み
で
参
加
し
、「
な
か
む
ら
横

丁
」
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
お
店
を
出
店
し
、

多
く
の
人
々
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

移
住
者
が
増
え
た
理
由
に
つ
い
て
尋
ね

る
と
、「
大
き
く
２
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
は

初
め
て
の
移
住
者
で
あ
る
高
橋
さ
ん
が
、

そ
れ
ま
で
の
邑
の
雰
囲
気
を
変
え
た
こ
と

で
す
。
中
村
地
区
の
住
人
が
高
橋
さ
ん
を

移
住
者
扱
い
し
な
か
っ
た
こ
と
や
、
仲
間

が
増
え
る
こ
と
は
い
い
こ
と
だ
と
気
付
い

た
こ
と
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
２
つ
目

は
、
村
祭
り
で
屋
台
を
新
築
し
た
こ
と
。

引
き
手
が
少
な
く
て
は
様
に
な
ら
な
い
。

『
子
ど
も
た
ち
に
祭
り
を
好
き
に
な
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
、
も
っ
と
仲
間
を
増
や
そ

う
』
と
い
う
機
運
が
生
ま
れ
ま
し
た
」
と

分
析
し
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、「
次
の
世
代
へ

の
引
き
継
ぎ
を
う
ま
く
や
っ
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
地
域
に

な
る
た
め
に
も
、
中
村
地
区
で
得
た
新
し

い
邑
人
が
増
え
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
邑
全
体
に

広
げ
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
」
と
語
り
、

意
欲
を
見
せ
ま
し
た
。

移
住
者
が
増
え
る
中
村
地
区
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
邑
全
体
に
広
げ
た
い

歴史と自然が奏でる里山 三倉
周智郡森町三倉

車／新東名高速道路 森掛川 ICから約 20分

新たな取り組みで地域を盛り上げる邑びとを紹介します。
今回は、移住者の迎え入れに独自の手法で取り組む岡戸
さんに話を聞きました。

『酪農王国オラッチェ』の入口で、
この看板を見た瞬間、「なるほ
ど！」と思いました。取材に行
く前は、「オラッチェってなんだ
ろう？」と気になりましたが、
その時はじめて分かりました。
「オラッチェ」は「ORATCHE」で、
「Organic, Refresh, Agriculture, Tanna, Comfortable, 
Healthy, Ecology」という英語の頭文字で作られた言葉です。
「オラッチェ」の意味を知って、看板に書いてあることを自分で
実際に体験したいと思い、すごくワクワクしました！

思い出いっぱいの旅は、面白い発見から始まった。

今までテレビ等でしか見られな
かった乳牛を実際に見た最初の
印象は「デッカイ！！」でした。
思ったより大きいことや、どの
牛にも生まれたら番号が付けら
れることに驚きました。今回見
学した牛舎には、ホルスタイン

種の雌牛が約 150 頭飼育されており、１日当たり１頭の雌牛か
ら 20 リットルの生乳が搾られるそうです。その生乳から牛乳、
ヨーグルト、チーズなどに加工されます。
とても面白く思ったのは、牛たちが早く乳を搾ってほしいと生
乳を搾る小屋に自ら入ってきて、行列を作ることです。妊娠中
の牛、神経質な牛などは別の牛舎に移動させることにも、すご
く気配りを感じました！

はじめて実際に見た乳牛

オラッチェの向い側に、丹那牛乳という 70 年ほど前から稼働
している牛乳工場があります。搾られた生乳は時間が経つと酸
化し、味が落ちてしまうそうです。丹那牛乳は他の牛乳工場と
違って、工場が酪農家の近くにあるので、短い時間で酪農家か
ら工場に生乳を運ぶことができます。
そのため、雑菌が少ない栄養成分の
多い生乳が加工できます。そして、
工場に運ばれた生乳が検査や加工、
梱包を経て翌日か翌々日には製品と
して出荷されると聞いて、そのスピー
ドにとても驚きました。

長い歴史を持つ丹那牛乳

今回は 函南町丹那にある『酪農王国オラッ
チェ』を取材しました。函南駅から車で
約 20 分で行ける、緑いっぱいで自然が
豊かなところでした。

丹那
たん　な

田方郡函南町

車 /東名高速沼津 IC、新東名高速長泉沼津
ICより　約 45分
電車・タクシー /JR 函南駅よりタクシーで
約 15分・JR 熱海駅よりタクシーで約 20分

次
世
代
に
ど
う
引
き
継
ぐ
か

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を

オラッチェから車で5分ぐらい移動して、堆肥場を見学しました。
牛糞に空気を入れて 3 か月
かけて乾燥させた後、また
3 か月かけて発酵させるこ
とで、堆肥になります。牛
糞は普通なら産業廃棄物に
なってしまいますが、堆肥
にすることで無駄なくおい
しい野菜や牧草が作れます。牧草を食べた牛の糞はまた堆肥に
なります。そのような好循環が持続していることは SDGs の考
え方に合致しているので、大変勉強になりました。

好循環が持続する仕組み

生クリームが入ったビンを 15 分ふり続けると生クリームがバ
ターに変身する「バター作り体験」、雌牛のおうちで自分で乳を
搾ってみる「乳しぼり体験」、「Farm Friend Park」や「ラビッ
トスクエア」でヒツジ・ヤギ・ポニー・
うさぎなどにエサをあげる「エサや
り体験」、じゃが芋を収穫して持ち
帰りができる「季節の野菜の収穫体
験」をとても楽しく体験しました。
田んぼや畑が続いている風景でふる
さとを懐かしく思ったり、初めての
乳しぼり体験が印象に残ったり、と
てもとても思い出いっぱいの一日に
なりました。
さらに、『酪農王国オラッチェ』では地域をより良くするために、
みんなが協力して取り組んでいることにとても感動しました。
『酪農王国オラッチェ』がもっともっとたくさんの人々に知られ、
理想的な地域づくりができると良いと思います！

オラッチェで楽しめるいろいろな体験
にゅうぎゅう

移
住
者
の
迎
え
入
れ
に
尽
力

移
住
者
が
移
住
者
を
呼
ぶ
い
い
流
れ

　

遠
州
の
小
京
都
、
森
町
議
会
議
員
で
も

あ
る
岡
戸
章
夫
さ
ん
。
生
ま
れ
育
っ
た
三

倉
地
域
は
、
昔
か
ら
林
業
や
炭
焼
き
、
お

茶
や
椎
茸
な
ど
の
農
業
を
中
心
に
営
ん
で

き
た
邑
で
あ
り
、
信
州
へ
と
続
く
信
州
街

道
「
塩
の
路
」、
火
伏
の
神
・
秋
葉
神
社
へ

と
続
く
「
秋
葉
街
道
」
の
三
倉
宿
と
し
て

も
栄
え
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
は

過
疎
化
・
少
子
化
の
問
題
が
加
速
し
て
い

る
と
言
い
ま
す
。

　
「
カ
を
注
い
で
い
る
取
り
組
み
は
、
移
住

者
の
迎
え
入
れ
で
す
。私
た
ち
の
や
り
方
は
、

イ
ベ
ン
ト
や
村
お
こ
し
で
人
を
呼
び
込
む
の

で
は
な
く
、
邑
に
移
り
住
ん
で
く
れ
る
人
を

あ
た
た
か
く
迎
え
入
れ
る
こ
と
。
活
性
化
す

る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
も
、
結
局
の
と
こ

ろ
後
継
者
が
い
な
い
と
い
う
事
例
は
よ
く
聞

く
話
で
す
」

子育てを第一に優先し、環境の良い森町への移住を決意。2017 年 10 月に築 100 年を超
える古民家を購入して森町三倉での生活を始める。堀尾 京子さん

1990 年 11 月に東京から森町三倉へ夫婦で移住。有機農法による野菜栽培「高橋農園」
を営む。ベテラン移住者として皆から頼られる存在。高橋 均さん

「自然豊かな土地で暮らしたい」と森町三倉に魅せられ、2021 年 7 月に家族 3 人で移住。
地域おこし協力隊として空き家の利活用や移住の支援を行う。横山 春人さん

三倉に魅かれて

移り住んできた皆さん

堀尾 京子さん 高橋 均さん横山 春人さん

れきしとしぜんがかなでるさとやま みくら

岡戸 章夫
歴史と自然が奏でる里山 三倉 

さん代表

たん　な

こう  じゅん  かん

学校の給食にも提供されている牛乳が
とても速いスピードで作られています！ ヴォ・ティ・ホン

静岡県知事直轄組織多文化共生課国際交流員
【ベトナム】

横山春人さんはご家族で手作りの「もり
あげサンド」を販売。なかむら横丁にて

秋に行われる三倉の祭り
「許禰（きね）神社例祭」



フォトコンテスト

入 賞 作 品 発 表
# しずおかむらたび春 2023

訪れてみたくなる、過ごしたくなる、
農 村 の「食」、「文 化」、「人 々」の
写 真・投 稿 を 募 集 し ま し た。

「探そう！広がる農村の輪」
春のテーマ

7/1
応募期間

9/30Sat～ Sat

Instagram
 Photo Contest

「さぁ、収穫だ！」
（静岡市清水区梅ヶ谷大代）
撮影者 : @shizudai_noukan さん
撮影時期 : 令和 5年 5月上旬

大代

「山村のお茶刈り」
（静岡市葵区足久保）
撮影者 : @otnky321 さん
撮影時期 : 令和 5年 5月

「家族団欒」
（菊川市）
撮影者 : @tezuka.koji さん
撮影時期 : 令和 5年 6月

「さつまいも苗植え付けのマルチ張り」
（三島市）
撮影者 : @take3110905 さん
撮影時期 : 令和 5年 5月

「お花畑の鯉のぼり」
（御前崎市）
撮影者 : @momo_o1212 さん
撮影時期 : 令和 5年 4月

「田植えの季節」
（浜松市北区）
撮影者 : @aibaqiang さん
撮影時期 : 令和 5年 6月上旬

「マジックアワー」
（菊川市）
撮影者 : @tsutomuyagi さん
撮影時期 : 令和 5年 6月

「富士山隠れる日暮れの手植え」
（御殿場市）
撮影者 : @kazuhirosaito1146 さん
撮影時期 : 令和 5年 5月

「落花生の種まき」
（富士市大淵）
撮影者 : @vege_mart さん
撮影時期 : 令和 5年 4月

「ジャンプ」
（掛川市横須賀城）
撮影者 : @rie_nikonyan さん
撮影時期 : 令和 5年 5月

「新緑の棚田と春霞の富士山」
（小山町竹之下）
撮影者 : @da12sd さん
撮影時期 : 令和 5年 5月

「巫女にゃんのいたずら」
（松崎町）
撮影者 : @aki.s_gallery さん
撮影時期 : 令和 5年 4月

「静岡っ子の茶娘体験」
（牧之原市）
撮影者 : @yuki_photographer58 さん
撮影時期 : 令和 5年 5月

「おおぶちお茶まつり」
（富士市大淵）
撮影者 : @chiaki_mameさん
撮影時期 : 令和 5年 5月

「富士を映す春の田んぼ」
（富士宮市）
撮影者 : @uav.photo さん
撮影時期 : 令和 5年 5月

2023 年 7 月 1日（土）から夏のフォトコン
テスト開催中です！
応募期間は 9月 30 日まで。皆様からの多数
の応募をお待ちしております！

今回のテーマは、
「心惹かれる農村の暮らし」です。

#しずおかむらたび 夏 2023作品募集中！

奥長島

こがね色の里

久留女木の棚田～竜宮小僧伝説の邑～ 千框（せんがまち）の棚田

大淵笹場

詳しくは
「むらサポ」
instagram
アカウント
をチェック！



7月30日（日）～9月10日（日）
御
殿
場
市

沼田ロマンチック街道

沼田ブルーベリー狩り園

御殿場市沼田 146付近
ロマンチック街道　沼田直売所
0550-78-6473

毎月第3日曜9時～9時30分
浜
松
市

恩地町環境みどり会

恩地町みどり朝市

恩地町公会堂屋外広場
駐車場有 無料恩地町環境みどり会 見野 閏一郎

053-426-2888

地産地消～新鮮・安全・安い～浜松市登録　毎月第三日曜日開催
浜松市南区恩地町 443番地　

グランシップ
静岡県経済産業部農地局農地保全課
054－221－2714　

静岡市駿河区東静岡 2丁目３－１

毎月開催イベント

2023
令和 5年

Summer

September9

Jul. Aug. 7,8
食べ放題を楽しめるブルーベリー狩り園が今年も開園
します。

8月27日（日） 11:00～13:00
浜
松
市

美竹林と極旨野菜の里

CoCoChi の夏祭り

緑の谷のごちそうテラス 

GDS( 木下）
053-482-3768

お子様の夏の最後の思い出作りに！大人から子供まで楽しめる
ゲームや料理を用意してお待ちしております。

CoCoChi( 体験テラス場）
浜松市西区大久保町 1173

8月下旬
焼
津
市

方ノ上

ラジオ体操 トウモロコシのプレゼント付き
収穫したトウモロコシをラジオ体操参加児童に配布します。

参加無料

9/23（土）、30（土）、10/7（土）9:30～12:00

稲刈りお手伝いと稲運び

三
島
市

山田川自然の里

棚田づくり応援隊 秋の陣

山田川自然の里 棚田
山田川グリーンツーリズム研究会事務局（農政課内）
055-983-2652

9月下旬

小学 5年生が、稲刈りと脱穀体験を行います。

磐
田
市

田原地区

稲刈りと脱穀体験

磐田市明ケ島地区
田原みどりの会　鈴木卓伯 0538-35-4269

10月初旬

月明かりの下、和楽を中心としたコンサートを伊豆月ヶ瀬
梅林で実施。

伊
豆
市

伊豆月ヶ瀬梅の里

伊豆月ヶ瀬梅林お月見コンサート

伊豆月ヶ瀬梅林
農事組合法人伊豆月ヶ瀬梅組合
0558-85-0480

伊豆市月ヶ瀬 763-2

1０月上旬
藤
枝
市

滝沢・滝ノ谷

秋まつり

八坂神社

054-645-1100

複数演目のある神楽を奉納します。大人だけでなく小学
生たちも参加します。

焼津市方ノ上 山の手会館広場
054-629-1607方ノ上美農里事務局：平井

入園料　小学生以上　500円

10月7日、8日(土・日）
松
崎
町

石部地区

石部棚田収穫祭

石部の棚田
松崎町企画観光課
0558-42-3964

石部地区の棚田で稲の収穫祭を行います。

９月10日(日)10:00～14:00
菊
川
市

こがね色の里

田んぼアート菊川 2023収穫祭

菊川市下内田 4261-１付近
田んぼアート菊川実行委員会
090-7910-7296

老若男女問いません。田んぼアートのお米の収穫を行いま
す。暑いので水分を持ってきましょう。

参加費 500円（保険料、昼食代、お土産代）
荒天の場合中止
汚れてもいい服装で参加、参加者の住所確認あり

駐車場有

◎マスクの着用、消毒へのご協力にお願いしております。

駐車場有 
入場無料（ゲーム・料理ごとに金額設定あり。）

９月１０日（日）９:３０～１１:３０

田んぼの排水溝にいる生き物を調査して 17年 34回目、
遊然舎の太田代表の指導の下、捕獲した生き物の名前や生態
を学びます。

掛
川
市

とうもんの里

田んぼの生き物探検隊

とうもんの里総合案内所
ＮＰＯ法人とうもんの会
0537-48-0045  mail: toumon@aioros.ocn.ne.jp

掛川市山崎２３３　

小雨決行。熱中症対策に飲み物をご持参ください。
直売所開催中  　イベント保険 100円

【要予約】

9月１６・１７日（土・日）９:00～13:00

新米３種食べ比べ（有料）・お米クイズ
新米３種セット販売

掛
川
市

とうもんの里

新米まつり

とうもんの里総合案内所
ＮＰＯ法人とうもんの会
0537-48-0045  mail: toumon@aioros.ocn.ne.jp

掛川市山崎２３３　

熱中症対策に飲み物をご持参ください。
直売所開催中

要事前申込（三島市の広報等に申込詳細掲載）

【要事前申込】

【見学のみ】

October10

入場料 1,000 円（未定）　　駐車場無料
◎マスクの着用、消毒へのご協力にお願いしております。

藤枝市滝沢 1320

藤枝市役所 スポーツ文化観光部 文化財課

10月上旬
焼
津
市

方ノ上

芋掘り会
6 月に蔓挿しをした畑で芋掘りをします。焼き芋にしていた
だきましょう。

参加無料

焼津市方ノ上　閻魔堂広場
054-629-1607方ノ上美農里事務局：平井

10月上旬
焼
津
市

方ノ上

餅つき大会
地元で収穫した古代米で餅つきをします。つきたてを美味し
く頂きましょう。

参加無料

焼津市方ノ上　閻魔堂広場
054-629-1607方ノ上美農里事務局：平井

１０月14日（土）９：３０～１１：００

とうもんの里近くの畑で栽培している農家さんの落花生収穫
体験です。

掛
川
市

とうもんの里

落花生収穫体験　

とうもんの里総合案内所
ＮＰＯ法人とうもんの会
0537-48-0045  mail: toumon@aioros.ocn.ne.jp

掛川市山崎２３３　

雨天中止　直売所開催中
体験料：大人 1,000 円　子ども 300円

【要予約】ヤギも待ってます

10月の中旬から下旬の土･日
藤
枝
市

殿

コスモスイベント

藤枝市岡部町殿字抜井の休耕田
藤枝市岡部観光案内所 054-667-6060

コスモス畑を中心に物産販売・花狩り等を行います。

特設駐車場有　次年度栽培協力金として
車 1台につき 300円

◎朝比奈大龍勢開催の前当日のコスモスの観賞はご遠慮ください。

１０月２１日（土）12:00～20:30
藤
枝
市

殿

朝比奈大龍勢

藤枝市岡部町殿地先の常設櫓
藤枝市岡部観光案内所
054-667-6060

県民俗文化財に指定されている龍勢の打上イベント

＊公共交通機関等のご利用をお願いします
◎危険侵入禁止区域が指定されるので立ち入らないように
お願いします。
◎当日のコスモス園での観賞はご遠慮下さい。

10月15日（日）10：00～15：00
下
田
市

大賀茂地区振興委員会

大賀茂地区秋祭り

下田市大賀茂地区
大賀茂地区神社会 (氏子会 ) 大川富久
0558-23-4946

地区にある二つの神社の祭典

10月21日（土）22日（日）28日（土）29日（日）10：00～12：00

稲刈り作業を行います。誰でも参加できます。

浜
松
市

～竜ヶ岩山～西四村の里

稲刈り作業

浜松市北区引佐町田畑地内
白橿棚田会事務局　戸田達也
053-543-0108 / 090-7029-0892
竜ヶ岩洞駐車場（無料）

11月4日（土）10:00～14:00

脱穀作業を行います。誰でも参加できます。

浜
松
市

～竜ヶ岩山～西四村の里

脱穀体験

浜松市北区引佐町田畑地内
白橿棚田会事務局　戸田達也
053-543-0108 / 090-7029-0892
竜ヶ岩洞駐車場（無料）

10月下旬

小学 1．2年生が、さつま芋掘り体験を行います。

磐
田
市

田原地区

さつま芋掘り体験

磐田市三ケ野地区
田原みどりの会 鈴木卓伯
0538-35-4269

【見学のみ】
11月5日（日）9:30～12:00

地元の神社仏閣をめぐり、江戸時代の横須賀城主を
しのびます。

掛
川
市

とうもんの里

秋色ウオーク

とうもんの里総合案内所
ＮＰＯ法人とうもんの会
0537-48-0045  mail: toumon@aioros.ocn.ne.jp

掛川市山崎２３３　

雨天中止　直売所開催中
体験料：大人 800円　子ども 300円

【要予約】

11月上旬
松
崎
町

松崎地区

松崎まち灯り

明治商家中瀬邸～とーふや。～なまこ壁通り～伊豆文邸など
松崎町企画観光課 0558-42-3964

明治商家中瀬邸～とーふや。～なまこ壁通り～伊豆文邸な
どで夜の街並みをライトアップし、幻想的な雰囲気を醸し
だしています。

＊実施可否については町ＨＰ等を確認してください。

お越しいただく皆様へのお願い

開催日時や内容は、余儀なく変更・中止される場合がございますのであらかじめご了承ください。

November11

体調の優れない方のイベントへのご参加はお控えください。

11月25日（土）

静岡県

農村サステナブルフォーラム
「東アジア文化都市 2023静岡県」の一環として、
持続可能な農村づくりについて考えるフォーラムを
開催します。

メール：nouchihozen@pref.shizuoka.lg.jp
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